









　小論は、創価大学の『創立者の語らい』（池田 1995 － 2015）27 巻を上記の創価
大学のブロンズ像の 2 つの指針から始めて箴言的視点から解読した坂本 (2016b) ( 以









































































るのに必要な）光を受け取るのだ」 (13:21, ディオゲネス 1989 訳 (中)  26) の引用があ
る。またチェーホフ『曠野』の中で、神父が親元を離れて学校に行く少年を慰め





























































































にし、愛していくことであると繰り返し強調されている 8)。また創立者の 2000 年





































































































緒に生まれた」(2:143, Eckermann1999:304 訳 (中)  59) 12)。その「詩人をして生と死
の深淵を除きこませた青春の灼熱の激情」(2:143) である。この原点・「原体験」が
































































































































































































































































































 1）　 この機関誌のタイトル決定の詳しい経緯については、池田 (20014b:23-4) 参照。
 2）　  「塔を飾る躍動感にあふれた男女六体の若者の像」は、「挑戦」「情熱」「歓喜」「英知」
「行動」「青春」の 6 つのテーマを表現したものである (池田20014b：82-83)。アブエ



















キュリー (4:203-204)、ライナス・ポーリング (3:93-94,4:204,10:18-19)、吉田松陰 (5:105-106)、
ケルヴィン (5:169-170)、カンボジアのシアヌーク国王 (10:124-125)、ルソー (12:40)、ブラ






































4 つの理念は「学びの原点」である (23:210)。「民族」をある種の「1 つの原点」とする
ことに否定的な見方もある (記2:21)。




















15）　 たとえば池田新介 (2012, 2014) を参照。「自滅する選択」というタイトルが秀逸である。





て／あらぬ方へあこがれて行くことのないように」(Hölderlin 1972:304小牧 ･ 吹田訳 
113-114)
18）　 おそらく『ヘルダーリンの詩作の解明』(Heidegger 1981) を指すと思われる。
19）　 次も参照。「故郷を愛する人は、そのまま、人間を愛し、世界を愛する人に通じる。」
(5:35)
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